
六 甲 第８５号

１
面

令
和
４
年
度
第
１
次
師
団
訓
練
検
閲

２
面

離
着
任
部
隊
長
の
紹
介
、
新
隊
員
後
期
特
技
課
程

３
面

無
事
故
８
０
０
日
表
彰
、
優
秀
隊
員
の
紹
介
、
駐
屯
地
納
涼
行
事
、

思
い
出
の
味
、N
e
wF
a
mi
l
y

４
面

人
事
往
来
等
の
紹
介
、
定
期
表
彰
、
定
期
昇
任
、
定
年
退
官
者

連
隊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

令和４年度第１次師団訓練検閲

令
和
４
年
７
月
中
旬
に
青

野
ヶ
原
演
習
場
及
び
あ
い
ば

野
演
習
場
に
お
い
て
令
和
４

年
度
第
１
次
師
団
訓
練
検
閲

を
受
閲
し
た
。

本
訓
練
検
閲
は
、
「
攻
撃

を
主
体
と
し
た
戦
術
行
動
に

お
け
る
後
方
支
援
部
隊
の
行

動
」
を
検
閲
項
目
と
し
、

「
各
階
級
指
揮
官
の
状
況
判

断
・
指
揮
」
、
「
有
機
的
な

幕
僚
活
動
」
並
び
に
「
部
隊

の
基
本
的
行
動
」
を
主
要
検

閲
項
目
に
長
期
に
わ
た
る
検

閲
が
開
始
さ
れ
た
。

千
僧
駐
屯
地
南
側
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
実
施
し
た
隊

容
検
査
で
は
、
各
部
隊
の
幕

僚
が
人
員
点
検
及
び
車
両
点

検
を
実
施
し
、
各
隊
員
は
適

切
に
質
問
に
答
え
る
な
ど
、

準
備
の
万
全
と
士
気
の
高
さ

を
確
認
し
た
。

訓
示
に
お
い
て
、
連
隊
長

は
「
職
務
を
全
う
せ
よ
」
及

び
「
安
全
・
確
実
」
を
要
望

事
項
に
掲
げ
本
検
閲
を
受
閲

し
た
。

師
団
訓
練
検
閲
は
、
連
隊

長
の
卓
越
し
た
指
揮
・
統
率

の
も
と
、
全
隊
員
は
日
頃
の

練
成
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
持
て

る
能
力
を
発
揮
し
て
多
く
の

成
果
を
得
て
無
事
終
了
し

た
。

展開地への進入対空射撃 作戦図を仕上げる連隊本部要員

隊 容 検 査

野外における現地整備戦車輸送汚染された隊員の救急処置

発 行 所

第３後方支援連隊

第 １ 科 広 報
〒664—0014

兵庫県伊丹市広畑1-1

電話 072-781-0021

内線 3403

記事内容

１

動画をご覧いただきたい方は、こちらのQRコードを読み取ってください。

２０２２年（令和４年）１０月１２日



２

離

着

任

部

隊

長

の

紹

介

装

輪

課

程

第
２
整
備
大
隊
齋
藤
２
佐
は
、
令
和
４
年
８
月
１

日
付
の
異
動
に
よ
り
中
部
方
面
総
監
部
（
伊
丹
）
御

栄
転
さ
れ
た
。
着
任
以
来
、
要
望
事
項

【
考
動
せ
よ
】
【
相
互
に
連
携
せ
よ
】

【
家
族
を
大
切
に
せ
よ
】
を
掲
げ
、
優
れ
た
識
能
と

卓
越
し
た
実
行
力
と
真
に
戦
え
る
強
い
部
隊
を
育
成

す
る
強
い
使
命
感
を
も
っ
て
指
揮
・
統
率
し
、
師
団

の
第
一
線
部
隊
を
直
接
支
援
す
る
第
２
整
備
大
隊
の

育
成
に
邁
進
し
た
。

令
和
４
年
８
月
１
日
付
の
異
動
に
よ
り
、
第
９
代

第
２
整
備
大
隊
長
に
秋
吉
２
佐
が
着
任
し
た
。

要
望
事
項

【
技
を
磨
け
】

【
環
境
を
整
え
よ
】

【
日
々
の
積
み
重
ね
】

齋 藤 ２ 佐秋 吉 ２ 佐

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

期

別

防
大
51
期
幹
候
07
期

職

種

武
器
科

出

身

静
岡
県

前

職

統
合
幕
僚
監
部

令
和
４
年
７
月
４
日
（
月
）
千
僧
駐
屯
地
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
新
隊
員
特
技
課
程
及
び
一
般
陸
曹
候
補
生
課

程
後
期
教
育
を
開
始
し
た
。

本
教
育
は
、
装
輪
・
需
品
・
衛
生
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
に
必
要
な
基
礎
と
な
る
知
識
及
び
技
能
の
習
得
を
目
的
と
し
、

約
２
カ
月
か
ら
３
カ
月
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
を
実
施
し
た
。

新
隊
員
特
技
課
程
で
は
、
陸
士
と
し
て
の
資
質
を
養
う
と
と
も
に
、
必
要
な
基
礎
的
特
技
を
習
得
さ
せ
、
一
般
陸

曹
候
補
生
課
程
に
お
い
て
は
、
陸
曹
と
し
て
の
資
質
を
養
う
と
と
も
に
、
陸
曹
と
な
る
前
に
お
い
て
必
要
な
特
技
の

基
礎
的
事
項
を
習
得
さ
せ
た
。

ま
た
、
後
期
教
育
に
お
い
て
新
た
な
同
期
と
の
絆
を
深
め
、
陸
上
自
衛
官
と
し
て
の
大
き
な
一
歩
を
歩
み
始
め
た
。

需

品

課

程

衛

生

課

程

六 甲 第８５号 ２０２２年（令和４年）１０月１２日



東

北

の
味

で
温

ま

り

ま

せ
ん
か

？

？

３

無
事
故
目
標
８
０
０
日
達
成

令
和
４
年
９
月

１
日
（
木
）
、
千

僧
駐
屯
地
に
お
い

て
、
８
月
24
日
付

で
無
事
故
８
０
０

日
達
成
に
よ
り
、

第
１
整
備
大
隊

（
大
隊
長

濱
谷

２
佐
）
に
対
し
て

表
彰
式
を
実
施
し

た
。第

1
整
備
大
隊

は
、
令
和
２
年
６

月
15
日
よ
り
無
事

故
日
数
８
０
０
日

を
達
成
し
た
。

令
和
４
年
８
月
、
千
僧
駐
屯
地
に
お
い
て
約
３
年
ぶ
り
に
駐

屯
地
盆
踊
り
大
会
が
一
般
開
放
し
て
開
催
さ
れ
、
自
衛
隊
と
地

域
の
方
々
が
ふ
れ
あ
え
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、
連

隊
と
し
て
も
多
く
の
Ｏ
Ｂ
役
員
等
の
皆
様
の
参
加
を
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
隊
員
家
族
に
つ
い
て
も
多
数
の
参
加
を
い
た
だ
い

て
家
族
サ
ー
ビ
ス
の
場
と
し
て
活
用
し
、
大
盛
況
と
な
っ
た
。

第
1
整
備
大
隊
火
器
車
両
整
備
中
隊

勝
田
士
長
は
、

令
和
４
年
７
月
13
日
（
水
）
か
ら
９
月
27
日
ま
で
の
間
、

朝
霞
駐
屯
地
で
実
施
さ
れ
た
第
１
０
１
期
陸
曹
候
補
生

（
女
性
自
衛
官
）
課
程
入
校
中
の
と
こ
ろ
、
成
績
優
秀

と
し
て
東
部
方
面
総
監

森
下
陸
将
よ
り
表
彰
さ
れ
た
。

令
和
４
年
８
月
２
日
、
本
部
付
隊
中
山

３
曹
に
第
２
子
、
次
男
「
陽
太
（
よ
う

た
）
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
仲
良
く
喧
嘩

も
し
つ
つ
明
る
い
兄
弟
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

左： 翔太君 右： 陽太君

宮城県気仙沼市郷土料理
【あざら】

【材 料（４人分）】
・白菜漬け 400ｇ
・メヌケのアラ
（シーチキン２缶） 400ｇ
・水
・酒粕 100ｇ
・味噌 大さじ ２
・しょうゆ 大さじ １
・砂糖宇 少々

本部付隊 ・ 補給隊 ： 新田夫妻

六 甲 第８５号

１ 白菜漬けを食べやすい大きさカットし鍋
に水を入れてかために煮る。煮汁を切って
水を取り替えながらさらし塩分が少し残る
程度に塩抜きをする。（１時間～半日）

２ 鍋にメヌケのアラ（シーチキン缶）を多
めで煮る。（具材がかぶる程度）脂が出て
きたら水気を切った白菜を入れて一緒に煮
る。

３ 沸騰してきたら味噌、しょうゆ、砂糖を
加えて煮詰まったら酒粕を入れて弱火で煮
込む。焦がさないように20分程度

４ 火を止めて盛り付けて完成

２０２２年（令和４年）１０月１２日



４

８

月

転

出

者

連
隊
本
部

１
尉

姫
井

雅
生

中
方
総
装

（
伊
丹
）

本
部
付
隊

曹
長

大
野

剛

姫
路
駐
業

（
姫
路
）

１
曹

國
見

城
治

関
西
処

（
祝
園
）

１
曹

岸
田

和
雄

総
隊
司
付

（
朝
霞
）

２
曹

松
下

信
也

３
師
付

（
千
僧
）

第
１
整
備
大
隊

３
佐

中
村

治
彦

善
通
寺
業
（
善
通
寺
）

１
尉

小
田

孝
宏

千
僧
駐
業

（
千
僧
）

１
曹

山
野

隆
治

西
方
後
支
（
湯
布
院
）

１
曹

安
藤

啓

補
統

（
十
条
）

１
曹

國
澤

周
作

奄
美
警

（
奄
美
）

２
曹

川
口

輝

装
実
隊

（
富
士
）

３
曹

山
根

拓
也

東
方
後
支
（
霞
ヶ
浦
）

第
２
整
備
大
隊

２
佐

斎
藤

良

中
方
総
装

（
伊
丹
）

１
尉

接
待

利
之

高
射
学
校
（
下
志
津
）

１
尉

舛
田

貴
文

水
機
団

（
相
浦
）

１
尉

船
引

宙

２
後
支
連

（
旭
川
）

１
曹

三
角

武
嗣

水
機
団

（
相
浦
）

１
曹

豆
塚

秀
則

青
野
駐
業
（
青
野
原
）

２
曹

川
村

昌
弘

北
方
後
支

（
名
寄
）

２
曹

西
嶋

則
人

西
方
後
支

（
宮
古
）

３
曹

白
井

孝
嗣

武
器
教
導
隊
（
土
浦
）

３
曹

今
村

俊
哉

北
海
道
処

（
島
松
）

補
給
隊

１
尉

丹
羽

大
祐

３
師
団

（
千
僧
）

２
曹

鈴
木

洋
平

東
北
処

（
仙
台
）

２
曹

幸
治

光
裕

需
品
教
導
隊
（
松
戸
）

２
曹

福
田

拓
也

関
西
処

（
宇
治
）

３
曹

齋
藤

昌
次

６
後
支
連

（
神
町
）

３
曹

村
枝

秀
稔

東
方
航

（
立
川
）

３
曹

水
口

博
頌

14
後
支

（
善
通
寺
）

３
曹

山
岡

侃
生

水
機
団

（
相
浦
）

輸
送
隊

曹
長

濟
木

芳
朗

西
方
後
支

（
健
軍
）

３
曹

千
澤

祐
介

３
師
付

（
千
僧
）

衛
生
隊

１
尉

増
山

貴
之

中
病

（
三
宿
）

１
曹

石
井

詠
子

中
方
付

（
伊
丹
）

２
曹

皆
木

勇
也

１
後
支
連

（
練
馬
）

２
曹

川
崎

竜
一

９
後
支
連

（
青
森
）

８

月

転

入

者

連

隊

内

異

動

者

師
団
長
表
彰

第
３
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

２
佐

齋
藤

良

２
整
大

３
佐

中
村

晴
彦

１
整
大

１
尉

接
待

利
之

２
整
大

１
尉

増
山

貴
之

衛
生
隊

２
尉

居
安

祐
子

衛
生
隊

第
３
級
賞
詞
（
無
事
故
操
縦
）

２
曹

安
田

優

輸
送
隊

連
隊
長
表
彰

第
４
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

１
尉

姫
井

雅
夫

連
本

２
尉

出
口

貴
人

連
本

２
曹

森
下

裕
之

本
付

２
曹

小
野

新
司

本
付

曹
長

寺
井

剛

１
整
大

１
曹

安
藤

啓

１
整
大

２
曹

國
澤

周
作

１
整
大

２
曹

益
川

勝
至

１
整
大

２
曹

川
口

輝

１
整
大

１
尉

船
引

宙

２
整
大

１
曹

三
角

武
嗣

２
整
大

２
曹

桑
名

潤

２
整
大

２
曹

川
村

昌
弘

２
整
大

２
曹

桝
田

峰
正

２
整
大

２
曹

山
口

智
弘

２
整
大

３
曹

田
中

勇
気

２
整
大

２
曹

鈴
木

洋
平

補
給
隊

２
曹

幸
治

光
裕

補
給
隊

２
曹

齋
藤

昌
次

補
給
隊

１
曹

石
井

詠
子

衛
生
隊

２
曹

皆
木

勇
也

衛
生
隊

２
曹

小
岩

一
樹

輸
送
隊

第
４
級
賞
詞
（
車
両
無
事
故
）

１
曹

塩
田

和
博

本
付

１
曹

熊
谷

真
一

本
付

２
曹

炭
谷

充
明

本
付

２
曹

村
野

佳
則

本
付

連
隊
長
表
彰

第
５
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

携
帯
電
話
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
ご
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン
等
か

ら
第
３
後
方
支

援
連
隊
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ク

セ
ス
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
方

法
：検

索
サ
イ
ト

か
ら
「
第
３
後

方
支
援
連
隊
」

を
検
索→

「
第

３
後
方
支
援
連

隊
」
を
ク
リ
ッ

ク
！

第３後方支援連隊HP

QRコード

https://www.mod.go.jp/gsdf/mae/3d/3log/index.html

ホームページアドレス

３
等
陸
曹
へ

内
海

敦
哉

２
整
大

岸
本

晃

２
整
大

山
下

聖
斗

２
整
大

石
岡

昇

２
整
大

竹
迫

雄
真

２
整
大

川
満

桃
子

２
整
大

小
西

解
信

補
給
隊

紺
野

敦
暉

補
給
隊

田
渕

亜
弥

補
給
隊

東

真
也

輸
送
隊

奥
居

慈

輸
送
隊

本
部
付
隊

曹
長

山
下

修

輸
送
学
校

（
朝
霞
）

１
曹

河
合

克
章

情
報
本
部

（
大
井
）

３
曹

新
田

萌
子

東
北
特
連

（
岩
手
）

第
１
整
備
大
隊

３
佐

本
多

孝

中
方
通
群

（
伊
丹
）

１
曹

浜
本

篤
司

２
後
支
連

（
旭
川
）

２
曹

黒
崎

寿
貴

11
特
防

（
真
駒
内
）

２
曹

佐
々
木

豪

関
西
処

（
宇
治
）

士
長

豊
田

朋
樹

４
曹
教

（
大
津
）

第
２
整
備
大
隊

２
佐

秋
𠮷

秀
信

統
幕

（
市
ヶ
谷
）

１
尉

濱
武

憲
一

西
方
後
支
（
湯
布
院
）

１
尉

田
中

孝
典

関
東
処

（
富
士
）

１
尉

浅
利

朋
弘

北
方
後
支

（
島
松
）

２
尉

井
奥

賢
太
郎
２
後
支
連

（
旭
川
）

２
曹

山
崎

浩
二

９
後
支
連

（
青
森
）

３
曹

秋
山

佑
樹

10
偵
察

（
春
日
井
）

３
曹

宗
像

堅
太
郎

武
校

（
土
浦
）

士
長

吉
田

虎
ノ
助
４
曹
教

（
大
津
）

士
長

長
瀬

大
地

４
曹
教

（
大
津
）

補
給
隊

２
尉

田
中

琢
也

３
師
団

（
千
僧
）

２
曹

濱
口

一
樹

幹
候
校

（
前
川
原
）

３
曹

新
田

祥
之

東
北
特
連

（
岩
手
）

輸
送
隊

３
曹

牧
原

紀
子

輸
送
学
校

（
朝
霞
）

３
曹

斎
藤

彰
美

12
後
支

（
新
町
）

衛
生
隊

１
尉

植
村
慎
太
郎

東
方
総
医

（
朝
霞
）

３
曹

佐
藤

輝
恵

東
北
衛
生

（
仙
台
）

連
隊
本
部

２
尉

松
原

誉
夫

大
阪
地
本

定

期

表

彰

２
曹

曽
我
部

暢
洋
補
給
隊

１
曹

小
林

隆

衛
生
隊

２
曹

大
川

拓
馬

衛
生
隊

２
曹

荻
野

修
平

衛
生
隊

３
曹

森
脇

悠
貴

衛
生
隊

連
隊
本
部
へ

２
尉

宮
崎

陽
可
竜

補
給
隊
か
ら

本
部
付
隊

３
曹

山
本

啓
介

１
整
大
か
ら

定

期

昇

任

１
等
陸
尉
へ

西
村

啓
介

２
整
大

船
引

宙

２
整
大

２
等
陸
尉
へ

山
口

亨
祐

連
本

田
中

恒

１
整
大

坂
本

翔
平

１
整
大

佐
伯

和
俊

２
整
大

嶝
口

直
人

２
整
大

佐
々
木

嘉
弥
都

２
整
大

武
内

勇
介

補
給
隊

櫻
井

友
梨

輸
送
隊

西
村

浩
一

衛
生
隊

３
等
陸
尉
へ

福
島

大
輔

1
整
大

准
陸
尉
へ

山
本

昇
吾

２
整
大

陸
曹
長
へ

小
笠
原

亮
一

２
整
大

１
等
陸
曹
へ

島
袋

綾
子

本
付

國
澤

周
作

１
整
大

坂
上

博
紀

２
整
大

三
角

武
嗣

２
整
大

北
村

信
之

補
給
隊

小
林

隆

衛
生
隊

２
等
陸
曹
へ

小
野

新
司

本
付

木
村

輝
明

本
付

木
下

治
幸

本
付

北
角

祐
貴

１
整
大

太
田

貴
裕

１
整
大

桝
田

峰
正

２
整
大

山
口

智
弘

２
整
大

服
部
裕
太
郎

２
整
大

宮
本

武
志

衛
生
隊

尾
脇

拓
哉

衛
生
隊

３
等
陸
曹
へ

安
達

由
貴

本
付

亀
甲

輝
明

１
整
大

石
原

壮
馬

１
整
大

宝
子
丸
新
太

１
整
大

藤
本

瑛

１
整
大

鈴
木

夢
海

１
整
大

溝
口

綾
乃

２
整
大

定

期

昇

任

六 甲 第８５号

第２整備大隊 種子田曹長 第２整備大隊 崎山曹長輸送隊 笹田准尉

７
月
14
日
付

７
月
23
日
付

７
月
30
日
付

２０２２年（令和４年）１０月１２日


